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等級のイメージ

1級 2級 3級 等級なし
労働(社会生活) × × △ ○
日常生活 × △ △～○ ○
身体自立 × ○ ○ ○
活動範囲 室内かベッド上 自宅内 習慣化された外出 問題なし
知的水準

(精神年齢)

(最)重度知的障害
(乳幼児)

中等度知的障害
(小学1～3年年)

軽度知的障害
(小学4～6生年)

問題なし
(中学生～)

日常生活能力
の程度

常時(ほぼ100%) 多く(50%以上) 時に(50%未満) 普通にできる
の援助(5) ～ の援助(4) ～ 援助(3) ～ (2)

日常生活能力
の判定

援助があっても 援助があれば できるが できる
できない(平均4点) ～ できる(平均3点) ～ 時に援助(平均2点) ～ (平均1点)



日常生活能力の判定

できる

(1点)

できるが
時に援助

(2点)

援助があれば
できる
(3点)

援助があっても
できない

(4点)

(1)食事管理 栄養バランス(偏食)、拒食、過食、不食(配食サービス)

(2)清潔管理 入浴(体臭)、歯磨き(虫歯)、洗面、洗髪、着替え、片付け
(3)金銭管理 計画的な買い物、借金、金銭トラブル、浪費
(4)病状管理 通院、服薬、付き添い
(5)対人関係 一方的に話す、相手への配慮、集団行動
(6)安全管理 家族の同行、助けを求める
(7)社会生活 銀行での引き出し、役所での手続き、交通機関の利用



障害等級の目安

日常生活能力の程度

(5) (4) (3) (2) (1)

日常生活能力の
判定の平均点

3.5～ 1級 1級～2級

3.0～3.5 1級～2級 2級 2級

2.5～3.0 2級 2級～3級

2.0～2.5 2級 2級～3級 3級～なし

1.5～2.0 3級 3級～なし

～1.5 なし なし

※「精神の障害に係わる等級判定ガイドライン」(厚労省)
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